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【報　告】
ICT（ナーシングスキル ™、タブレット型端末）を活用した 
基礎看護技術の学習支援の実際
－ 環境調整技術における活用 －
小川明佳、大谷則子
Actual learning support of basic nursing skills using ICT  
（nursing skill™, tablet-type PC）
－ Utilization in environmental adjustment skills －
Sayaka OGAWA,  Noriko OHYA 
要旨
　看護基礎教育における看護技術習得には、学生の状態に応じた教育内容や教授方法の検討が必要であり、
学生の技術習得の際には、オンライン環境でいつでも標準的な看護技術の映像などを確認することができ
るツールの活用が望まれる。
　そのため、A大学看護学科では、一年次より看護技術を映像とe-ラーニングで確認・習得するナーシン
グスキル™日本版を導入し、授業や授業以外でも看護技術をオンラインで自己学習できる学習環境を整え
ることで、学生のスキル向上の促進を目的としている。また、学生にタブレット型端末を貸与して、e-ラー
ニングツールなどへのアクセシビリティを高めるよう支援している。
　そこで本稿では、看護技術オンラインツール（ナーシングスキル™）と学生に貸与しているタブレット
型端末を活用した看護基本技術Ⅰの環境調整技術の単元について、授業構成を含む学習支援の取り組みの
実際について報告した。また、演習の事前・事後課題におけるナーシングスキル™の活用結果を分析し、
タブレット型端末による学生の看護技術の撮影の活用方法について考察した。
キーワード： 看護技術　nursing skills、オンラインツール　online tool、環境調整技術　environmental 
adjustment skills、ICT（情報通信技術）　Information and Communication Technology、タブ
レット型端末　tablet-type PC
 
1．はじめに
看護基礎教育において、学生の看護技術の習得には、大学内の授業で基本的な看護技術を習得する機会
と、病院等の臨地実習による学習の機会がある。A大学看護学科では、1年次前期から看護基本技術Ⅰ（生
活の援助技術）の授業があり、講義と小グループによる演習で、ICT（ナーシングスキル™、タブレット
型端末）を用いたe-ラーニングと従来の集合学習を併用するブレンディッドラーニングの教育方法を行っ
ている。
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看護基本技術Ⅰ（生活の援助技術）の授業概要（表１）は、日常生活援助に焦点をあて、人間が生活す
る上での基盤である、環境・活動等の援助に必要な知識と技術について教授することであり、授業内容（表
２）は、コミュニケーションや衛生的手洗い、環境整備・ベッドメーキングなど、知識と技術習得の範囲
は多岐にわたる。
看護基礎教育における看護技術習得には、ICTを利用した支援により、効果的な学習環境が整えられ、
学生自身の看護技術の映像を客観的に確認しながら学習することによって、より高い効果（貞野、2015）
が得られると言われている。
そこで本稿では、看護技術オンラインツール（ナーシングスキル™）と学生に貸与しているタブレット
型端末を活用した看護基本技術Ⅰの環境調整技術の単元について、ナーシングスキル™の映像視聴の活用
や、学生自身の看護技術の撮影映像を用いた演習の取り組みの実際について報告する。
なお、本稿における学生の学習履歴のデータ使用に当たっては、研究者の所属組織における「人を対象
とする研究倫理委員会」による承認を受けて実施している（承認番号1739）。
表１　看護基本技術Ⅰ（生活の援助技術）の授業概要
科目名 授業科目の概要
看護基本技術Ⅰ
（生活の援助技術）
１年次通年
日常生活援助に焦点をあて、小グループ単位での技術演習を行う。人間が生活する上での基
盤である、環境、活動、休息、食、排泄、清潔、衣生活の意義と、援助に必要な知識、技術
について教授する。なお、すべての看護技術に共通するコミュニケーション、感染予防の基
本的技術についても、日常生活援助技術に先立って教授する。
表２　看護基本技術Ⅰ（生活の援助技術）の授業内容
看護基本技術Ⅰ　授業内容（前期） 看護基本技術Ⅰ　授業内容（後期）
コミュニケーション・感染予防　講義 衣生活　講義
衛生的手洗い・防護用具着脱　演習 寝衣交換　演習
ベッドメーキング・環境整備　講義・演習 清潔、部分浴　講義
臥床患者のシーツ交換　演習 洗髪　演習
活動と休息、罨法、移乗・移送　講義 清拭　演習
体位変換・床上移動　演習 部分浴　演習
移乗・移送　演習 排泄　講義
罨法演習、食生活・口腔ケア　講義 床上排泄　演習
食事介助・口腔ケア　演習 陰部洗浄　演習
技術チェック 技術チェック
2．ナーシングスキル™とW映像（オリジナル映像）の紹介
ナーシングスキル™とは、臨床において用いられている標準的な看護手順を確認・習得するための看護
技術e-ラーニングオンラインツールである。オンライン環境があれば、いつでも標準的な看護手順につい
て、その根拠や留意点、実際の映像などを確認することができる。そのため、授業や授業以外に自己学習
できる機会を提供することで、学生のスキル向上に役立てることを目的として活用している。
収載コンテンツは、34カテゴリー、346手技（平成30年 7 月31日現在）を備えており、各手技は、手順・
基本事項・映像・チェックリスト・テスト・関連手技で構成されている。
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A大学看護学科では、環境調整技術の環境整備とベッドメーキングに関して、従来のナーシングスキ
ル™映像では初学者には詳細に伝わりにくいポイントについて、W映像（表３）としてオリジナル映像を
作成し、ナーシングスキル™上の各コンテンツ内に掲載して活用している。　　
W映像の内容は、環境整備では環境整備の１種類、ベッドメーキングではリネンのたたみ方、リネンの
敷き方、枕カバーのかけ方（２人で実施する方法）、シーツの三角コーナーの作成方法の4種類を掲載し
ている。
表３　Ｗ映像（A大学オリジナル映像コンテンツ）
カテゴリー コンテンツ コンテンツ名 映像時間
環境調整技術 環境整備 環境整備 1分8秒
ベッドメーキング リネンのたたみ方 3分59秒
ベッドメーキング リネンの敷き方 7分20秒
ベッドメーキング 枕カバーのかけ方（2人で実施する方法） 47秒
ベッドメーキング シーツの三角コーナーの作成方法 28秒
3．看護基本技術Ⅰ（生活の援助技術）の環境調整技術単元の紹介
環境調整技術の単元は、療養生活の環境を構成する要素を理解し、病室・病床の環境のアセスメントと
調整について学ぶことと、ベッド周囲と病床の環境整備、ベッドメーキング、リネン交換の実際について
学ぶこと（茂野ら、2018）を目的としている。環境調整技術は、日常生活援助技術の中でも人間が生活
する上での基盤となる技術であり、着実に身につけたい技術である。そのため、ICT（ナーシングスキル™、
タブレット型端末）を用いることで技術を視覚的にとらえ、いつでも何度でも映像で看護技術が視聴でき
ることや、学生自身の看護技術の映像をタブレット型端末で撮影し、客観的に確認しながら振り返ること
により看護技術の習得につなげることを意図して授業を構成した。
以下の項では、環境調整技術の授業構成について述べ、ICT（ナーシングスキル™、タブレット型端末）
を用いた環境調整技術演習の事前課題の内容と結果、演習内容、演習の事後課題の内容と結果について述
べる。
1）環境調整技術の授業構成
環境調整技術の授業は、講義を５月上旬に１コマで行い、演習はベッドメーキングと環境整備の内容を、
翌週と翌々週に２クラス別の２コマ連続で行った。講義中のナーシングスキル™の活用は、ベッドメーキ
ングと環境整備の、ナーシングスキル™の映像を視聴しながら演習のポイントとなる点を説明し、翌週以
降の演習のイメージ化につながるよう構成した。
ベッドメーキングと環境整備の演習目標は、「安全・安楽に療養生活を過ごすことができるベッドメー
キングと環境整備の技術を習得する」とし、下位目標は以下とした。
1）ベッドメーキングの一連の流れがわかり、しわのない、容易に崩れないベッドメーキングを行う。
2）リネン類を清潔に取り扱う。
3）環境整備が実施できる。
4）無理のない姿勢で、ベッドメーキングと環境整備が実施できる。
5）環境整備の実施の際、患者に説明ができる。環境整備の際の患者への配慮や留意点について述べる。
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2）環境調整技術の演習の事前課題の内容と結果（表４）
講義終了時に翌週以降の演習につながるよう、演習の事前課題レポートを２つ課した。内容は、２人で
ベッドメーキングをする方法と環境整備である。
課題1のベッドメーキングの事前課題レポート内容は、手順と手順の理由、根拠や留意点についてレポー
トにまとめることである。レポートを作成する際には、関連する教科書の該当頁の提示と共に、ナーシン
グスキル™のベッドメーキング（映像・手順・基本事項など）とベッドメーキングW映像（リネンのたた
み方４分、リネンの敷き方７分）の視聴を指示した上で、事前課題レポートの作成とした。
課題２の環境整備の事前課題レポート内容は、手順と手順の理由、根拠や留意点についてレポートにま
とめることである。レポートを作成する際には、演習時の患者の状況を設定し、ナーシングスキル™の環
境整備（映像・手順・基本事項など）と環境整備W映像（環境整備７分）の視聴を指示した上で、事前課
題レポートの作成とした。事前課題の実施の確認は、演習時に学生が事前課題を持参し、教員が確認を行
う方法を取り、全員が事前課題に取り組んでいた。
学生が課題に取り組むためにナーシングスキル™を視聴した回数を表4に示した。課題1のベッドメー
キングについては、講義～演習までの期間に、ナーシングスキル™のベッドメーキング手順はのべ578回
視聴がされおり、ベッドメーキングコンテンツ全体のアクセス人数はのべ246人であった。これは、事前
課題としてベッドメーキングの手順とその理由、根拠や留意点をレポートに記載するよう課しているため
多く視聴されていた。また、Ｗ映像は講義～演習までの期間にのべ114回の視聴がされており、ナーシン
グスキル™の従来の映像の64回と合わせても、演習前に視聴が多いことが判明した。
課題２の環境整備でも、講義～演習までの期間に手順はのべ644回の視聴がされ、コンテンツ全体のア
クセス人数ものべ251人であった。しかし、ベッドメーキングと同様に、環境整備の視聴はＷ映像48回
と従来の映像38回を合わせてものべ86回と少ない。
このように、各手技の項目の期間別の視聴回数の差はあるが、全体としてナーシングスキル™のコンテ
ンツの活用が積極的に行われていることが明らかになった。
表４　ナーシングスキル™のベッドメーキング・環境整備（事前課題）の項目別利用回数（のべ数）
手技 期間 手順 Ｗ映像 基本事項 従来の映像
チェック
リスト
テスト
アクセス
人　数
ベッドメー
キング
講義～演習までの２週間 578 114 137 64 43 60 246
環境整備 講義～演習までの２週間 644 48 174 38 29 85 251
3）環境調整技術の演習内容（ベッドメーキング・環境整備）（表５）
A大学看護学科の基礎看護学実習室は、ベッド数が28台、各ベッドサイドから視聴できるモニターが
10台設置されており、映像視聴が可能な実習室の構造となっている。そのため、演習の際に、ナーシン
グスキル™上のＷ映像のリネンのたたみ方（４分）を視聴しながら、全員一斉にリネンのたたみ方の演習
を行った。また、ベッドメーキングの際には、Ｗ映像のリネンの敷き方（７分20秒）を全体の進行に合
わせて、映像を視聴しながら演習を進めた。環境整備の際には、Ｗ映像の環境整備（１分８秒）映像を実
施直前に視聴し、映像で視覚的に再確認してから演習を行う方法を取った。
また、学生自身の看護技術の実施をタブレット型端末で撮影する方法も行った。具体的には、ベッドメー
キングのリネンの敷き方と環境整備で、３名のグループ構成とし、１人目の実施者（メイン）、２人目の
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実施者（サブ）、３人目の観察者は撮影役と患者役とし、１人目の実施者（メイン）を本人のタブレット
型端末で観察者が撮影を行った。観察者（撮影役）のポイントは以下を示した。
ベッドメーキングでは、①マットレスパッド・シーツの位置、②三角コーナーの作り方、③ボディメカ
ニクス（前屈姿勢、足幅が狭い、しゃがみ込む、手背を下にしないなど）、④包布のかけ方、⑤枕カバー
のかけ方の５項目を中心として、一連の内容を撮影した。
環境整備の観察者（撮影役）のポイントは、①目的の説明、②ベッドストッパーの確認、③粘着テープ
付きローラーで枕・包布・シーツのごみを取る、④足元側シーツのしわ伸ばし、⑤床頭台・周囲の整理整
頓、⑥消毒ペーパーでオーバーテーブル・床頭台・ベッド柵等を拭く、⑥ナースコールの位置の確認、⑦
患者役に終了したことの説明の６項目を中心として、一連の内容を撮影した。
実施後の内容の振り返りは、撮影した映像と事前課題レポートを見直し、修正点を具体的に話し合うこ
ととした。
２コマ180分の演習時間で、ベッドメーキングと環境整備の２つを実施するという、初学者にとっては
時間的な余裕のないスケジュールの中での演習であったが、予定通りに進行できた（表 5 ）。また、ベッ
ドメーキングのリネンの敷き方と環境整備は、タブレット型端末で撮影した学生の映像を用いて、短時間
ではあったが客観的な自己評価とグループ内での看護技術の共有ができた。
表５　環境調整技術の演習内容
時　間 内　　容 詳　　細 ポイント
13:00~13:10
（10 分）
⑴ オリエンテーション 実施時間、物品の場所
出欠確認・事前課題・身だしなみの確認
など
・ 3 人グループで、①実施者（メイン）②実
施者（サブ）③観察者（撮影・患者役）と
し、①実施者（メイン）を実施者のタブレッ
ト型端末で③観察者が撮影。
13:10~13:30
（20 分）
⑵ リネンのたたみ方
　 （2 人編成）
⑴ リネンのたたみ方
Ｗ映像リネンのたたみ方（4 分）とハン
ドブック参照。全員一斉に 2 人ペアで行
う
・ たたむ順：①毛布（茶）②包布③綿毛布（白）
④枕カバー⑤防水シーツ⑥シーツ⑦マット
レスパッド・枕
13:30~13:40
（80 分）
13:40~14:00
14:05~14:25
14:30~14:50
休憩 10 分
⑶ ベッドメーキング
　 （3 人編成）
⑵ ベッドメーキング
Ｗ映像リネンの敷き方（7 分）
全体で視聴しながら行う
① 1 人目ベッドメーキング実施
② 2 人目ベッドメーキング実施
③ 3 人目ベッドメーキング実施
1 人 20 分で実施。撮影した映像を見て
振り返りを含む。
5 分で畳む。
・ ベッドメーキングの振り返り、観察者（撮
影）のポイント：①マットレスパッド・シー
ツの位置②三角コーナーの作り方③ボディ
メカニクス等（前屈姿勢、足幅が狭い、しゃ
がみ込む、手背を下にしない）④包布のか
け方⑤枕カバーのかけ方
・ クローズドベッドからオープンベッドを作
成。
15:00~15:05
（55 分）
15:05~15:30
15:30~15:55
⑷ 環境整備
　 （3 人編成）
⑶ 環境整備
Ｗ映像環境整備（1 分）
全体で視聴してから実施する
⑷ 環境整備実施
1・2 人目　25 分（準備 2 分含）
3・1 人目　25 分（準備 2 分含）
観察者（撮影・患者役）は一連の撮影を
行う。撮影した映像を見て振り返りを含
む。
【状況設定】患者役はベッドサイド座位から他
室への移動が可能である。シーツにしわ、ベッ
ド上にゴミがある。足元のシーツを敷きなお
すことも環境整備に含める。
環境整備の振り返り、観察者（撮影）のポイ
ント：①目的の説明、②ベッドストッパーの
確認、③粘着テープ付きローラーで枕・包布・
シーツのごみを取る、④足元側シーツのしわ
伸ばし、⑤床頭台・周囲の整理整頓、⑥消毒
ペーパーでオーバーテーブル・床頭台・ベッ
ド柵等を拭く、⑥ナースコールの位置の確認、
⑦患者役に終了したことの説明
15:55~16:00
（5 分）
⑸ まとめ 全体でまとめを共有
16:00~16:10
（10 分）
片付け ・床清掃、物品を片付ける。
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4．環境調整技術の演習の事後課題の内容と結果（表６）
演習後の事後課題は、演習終了時に以下の３つの課題を提示した。
課題1は、各自が作成したレポートを振り返り、追加や留意点などは赤字で追加修正するとともに、事
後レポートとして演習後の考察を記載することとし、提出期限は演習２日後に設定した。
課題２は、ナーシングスキル™の２つの手技の「テスト」を行うこととした。ベッドメーキングのテス
ト３問と環境整備のテスト６問で、期限は演習後1週間に設定し、合格点80点以上とした。テスト結果は
科目評価に反映しないが、教員が実施状況を確認することを伝えた。
課題３は、ナーシングスキル™の環境整備とベッドメーキングの「チェックリスト」を行うこととした。
環境整備は自己練習を１回以上、ベッドメーキングは自己練習を５回以上実施した後にチェックリストを
行うこととした。３名以上で練習し、１名は撮影者として練習の手技を撮影し、撮影映像を振り返りに用
いて反復練習を行うことも指示した。期限は２週間に設定し、課題２と同様に、結果は科目評価に反映し
ないが、教員が実施状況を確認することを伝えた。
これら３つの事後課題の結果は、課題１は、演習後の事前課題内容の追加や留意点などが赤字で追加修
正され、考察が記載されており、全員が期限内に事後課題を提出した。考察の内容は、演習内容で実際に
学生が行った内容を振り返るとともに、ポイントとなる点や留意点についての考察が記載されており、今
後の臥床患者のシーツ交換演習に活かせる内容となっていた。
課題２は、環境整備とベッドメーキングのテストの合格点を80点以上としたため、回答者全体の合格
点に至る平均テスト回数は、環境整備2.2回（1 ～ 6回）、ベッドメーキング1.6回（1 ～ 5回）であった。
回答者全体の平均点は、環境整備82.7点、ベッドメーキング84.2点であった（n=78名）。
課題３は、ナーシングスキル™の環境整備とベッドメーキングのチェックリストの自己評価をオンライ
ン上で行った。チェックリストの項目数は、環境整備48項目、ベッドメーキング20項目があり、チェッ
クリストの自己評価のスケールは、１：できる、２：指導の下でできる 、３：演習でできる 、４：知識
としてわかる、の４段階である。学生は自己練習を行った後に 1 ～ 4 のスケールにチェックをつけ、自
己評価をコメント欄に記載していた。
環境整備の自己評価のコメントとしては、「患者の視点に立ち、何をしてもらいたいのか考えながら環
境整備を行う」「温度湿度設定は、数字だけではなく患者の状態に合わせて設定を行うこと」「患者ひとり
ひとりが違うので、その患者に合った環境整備を行っていきたい」「環境整備は患者の生活がスムーズに
行えて、生きる活力が生まれるように整備を行いたい」などのコメントが記載されていた。
また、ベッドメーキングの自己評価のコメントとしては、「三角コーナーの練習がもっと必要である」
「ベッドメーキングにおいて大切な事は患者への気遣い、丁寧かつ早く終わらせるスキルだと考えた」「患
者が安全で快適な生活を送れるように考えながらできた」「患者のプライバシーや体調に配慮し的確に行
えるようにする」などのコメントの記載があった。
これらのコメント内容を演習の事後課題レポート内容と比較すると、演習の事後課題レポート内容は、
自己の手技に対する考察が主に書かれていたが、チェックリスト内のコメントは、患者の視点に立った援
助の必要性が多く記載されていた。このことは、演習後に自己練習を行い、自己の技術についてチェック
リストを用いて再評価することによる学びから得られたコメントであり、課題3による学習効果と考える。
また、環境整備では、演習時間の都合上省略していた換気や採光、臭気・騒音などの確認項目がナーシ
ングスキル™のチェックリストにあるため、事後課題としてチェックリストを行うことで復習や再認識に
もつながり、知識と技術の補完につながると考える。
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学生が課題３に取り組むためにナーシングスキル™を視聴した回数を表６に示した。ベッドメーキング
については、演習後～事後課題期間は、手順はのべ255回と多く視聴されているが、Ｗ映像の視聴はのべ
17回、従来の映像の視聴はのべ11回と演習前と比較しても大幅に減少している。環境整備でも同様に、
手順はのべ278回と多く視聴されているが、Ｗ映像の視聴はのべ２回、従来の映像の視聴はのべ４回と演
習前と比較しても大幅に減少している。これらのことから、ベッドメーキングと環境整備の両方とも、手
順は事後課題のために多く視聴されているが、映像の視聴は少ないことが判明した。
そのほか、A大学看護学科の基礎看護学実習室は、学生の自己練習ができるように常時実習室を解放し
ている。そのため、学生は課題の提示がなくても、空き時間や放課後に実習室で自主的に自己練習を行う
など、看護技術の向上に努力する姿が見られている。
表６　ナーシングスキル™のベッドメーキング・環境整備（事後課題）の項目別利用回数（のべ数）
手技 期間 手順 Ｗ映像 基本事項 従来の映像
チェック
リスト
テスト
アクセス
人　数
ベッドメー
キング
演習後～事後課題期間の
２週間
255 17 7 11 77 72 125
シ ー ツ 交 換 演 習 ～ 技 術
チェック期間の２週間
63 17 6 20 0 0 39
環境整備
演習後～事後課題期間の
２週間
278 2 11 4 109 90 131
シ ー ツ 交 換 演 習 ～ 技 術
チェック期間の２週間
30 4 1 1 1 3 19
5．考察
演習中のタブレット型端末での看護技術の撮影に際して、学生は積極的に自己の映像を撮影し、それを
用いて振り返りを行っていた。映像を振り返りに用いたことについての教育効果の検証は行っていない
が、タブレット型端末の使用による自己の技術の客観視により看護技術の改善が見られた報告（加治ら、
2014）があることからも、タブレット型端末を用いた技術の振り返りには学習効果を期待できる。タブレッ
ト型端末の映像を再生しながらグループで振り返りを行い、看護技術の不足部分に気付くことで改善につ
ながると考えられるが、今回は振り返りの時間が充分に確保できなかったため、振り返りに当てるための
時間配分の検討が必要であった。また、自己練習の際にもタブレット型端末での看護技術の撮影を用いる
ことを推奨したが、実際にどのように技術の改善がみられたかの追跡は行っていない。自己練習風景をタ
ブレット型端末で録画し、録画内容を再生確認することで自己の課題を自身で見出し、その後の練習に活
かすことで学習効果が得られたとの報告（渡邉ら、2017）があり、検証が必要であろう。
今後は、学生自身が看護技術を自ら実践できるような働きかけ（山住ら、2018）や、効果的な撮影の
ポイントの提示や振り返りの方法、タブレット型端末を用いる単元の検討など、教授方法に更なる洗練が
必要である。
ナーシングスキル™を活用した学習支援については、環境整備とベッドメーキングの演習で、ナーシング
スキル™の手順はのべ500回以上の視聴がされ、コンテンツ全体のアクセス数ものべ240回以上であった。
しかし、ベッドメーキングと環境整備の映像の視聴は手順の視聴に比較すると少なく、演習前に手順ほど
は映像の視聴はされていないことが判明した。映像の視聴は、初めて実施する看護技術に対しイメージを
つけるために有効であり、イメージトレーニングのためにどのように視聴を促すかが今後の課題である。
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事後課題の提示では、ナーシングスキル™の環境整備とベッドメーキングのチェックリストの自己評価
を自己練習後にオンライン上で行った。その結果、今回明らかになったこととして、チェックリスト上の
コメント内容を演習の事後課題レポート内容と比較すると、自己の手技に対する考察よりも患者の視点に
立った援助の必要性が多く記載されていた。このことはチェックリストを用いて自己の技術を再評価する
ことで得られた学びであり、課題による学習効果である。演習時間内で看護技術習得が終わるのではなく、
事後課題として自己練習を行った後にチェックリストで振り返りを行う意義があったと考える。
6．おわりに
今回は、看護基本技術Ⅰ（生活の援助技術）の環境調整技術の単元について、ICT（ナーシングスキル™、
タブレット型端末）を用いたブレンディッドラーニングの教育方法で、看護技術オンラインツール（ナー
シングスキル™）と学生に貸与しているタブレット型端末を活用した演習の取り組みの実際を報告した。
ナーシングスキル™を活用した学習支援として、事前課題や事後課題でのナーシングスキル™の手順は
多く視聴がされていたが、映像に関しては手順ほど視聴が行われていないことがわかった。一方で、事後
課題として、レポートだけでなくナーシングスキル™のチェックリストを活用し、学生が自らの技術を再
評価することで反復練習のモチベーションにつながると共に、患者の視点に立った援助技術へと発展させ
ることができていた。
しかし、演習内に自己の看護技術映像を振り返りに用いたことについての教育効果や、自己練習風景を
タブレット型端末で録画してどのように振り返りに用いて技術の改善につながったかについて、十分に検
討することができなかったため、学生の看護技術の向上に向けて更なる検証が必要である。今後の調査予
定であるナーシングスキル™のデータを用いた、授業構成と学習支援の検証につなげたいと考える。
こうしたICT（ナーシングスキル™、タブレット型端末）を用いた取り組みは、学生の看護技術の向上
につながり、ひいては卒業後臨床等で求められる看護実践能力の最低限の質保証につながると考えられる
ことから、今後も継続して取り入れていきたい。
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